
様式第２号（第３条関係） 事務事業評価シート

28 年 5 月 13 日

1 8

推進施策

重点事項

　平成 27 年度　  ～   平成 27 年度（ 1 年間）

26 年度（決算） 27 年度（決算） 28 年度（予算）

人 人 人

人 人 人

26 27 28 29

①

②

③

その他

公的関与

課名

社会教育費

（４）心豊かな人が育つまちづくり～教育・文
化・スポーツ～

予
算
費
目

教育費

文化財保護費

事業分類

蛍が乱舞！悠々快適いきいきアイランド構想

いきいきわくわく観光コンビニエンス構想

市民の参画・協働の手段

0 360

根拠法令・要綱等

直接事業費（千円） 0

項

　＜５＞歴史的文化遺産の保護と活用

　事業費　／　年度

事業期間

古代浪漫の宝庫！歴史と文化の島づくり構想

長崎県美しいまちづくり推進条例，長崎県企画振興部関係補助金等交付要綱

平成 平成 平成

会計

総
合
計
画
上
の
位
置
付
け

実施方法

主要施策

牽引プロ
ジェクト

事
業
の
対
象
・
目
的
・
内
容

長崎県まちづくり景観資産「長嶋家
住宅」

目的（どういう状態にしたいのか）

白蟻等による虫害を未然に防ぐことによって、長崎県まちづくり景
観資産としての価値を維持・継承できる様にする。

目

基本指針

施　　策
款

180

事業内容（どのような方法で、何を行うのか）

　長崎県まちづくり景観資産「長嶋家住宅」について、白蟻などの虫害が発生する前に未然に予
防処置を施していく必要があると考えられたことから、専門業者による薬剤散布等の防虫処置を
行い、害虫による被害を予防した。
　総事業費は54万円で、長崎県21世紀まちづくり推進総合補助金を利用した。事業費は県・市・
事業者(所有者)がそれぞれ1/3ずつ負担することとなっており、市が県費補助申請を行い、県費
と市費を合わせた事業費の2/3(36万円)を事業者(所有者)に市補助金として助成することによっ
て事業を実施した。

対象（誰を、何を）

国・県支出金

地 方 債

その他特定財源

財
源
内
訳

一般財源

個別計画名

行財政改革大綱
上の位置づけ

0 290

180

人件費（千円） 0

設
定
理
由

市内には、長崎県まちづくり景観資産に登録された物件が１０件ある。本事業は、所有者か
らの申請に基づき県の事業認定を受け実施する事業である。したがって、指標は、当該年度
に認定のあった件（棟）数である。

活
動
・
成
果
指
標

0

0.05 290

事 業 名

0

0

職員（人・千円）

嘱託（人・千円）

内
訳 0

0

文化財課

期間設定なし

文化財班

めざせ日本一！いきいき食の原産国構想

95002整理番号

そ
の
他
の
該
当
す
る
位
置
付
け

作成日壱岐市景観資産助成事業

直営 補助 委託

班名

一般会計

目標 実績

1棟 1

(目標)

年度 年度

長崎県まちづくり景観資産「長嶋家住宅」の防虫薬剤散布等処置

活動・成果指標名
(事業計画の進捗状況・達成度を示す。）

年度

(実績)

年度

(目標)
単位



様式第２号（第３条関係）

拡大 現状維持 縮小 統合

その他の見直し 休・廃止 Ｈ27年度で事業終了

【２次評価】 対象 対象外

拡大 現状維持 縮小 統合 見直し 休・廃止

一部余地がある

全ての指標達成

必要でない

なっていない

重複している

図られない

一部必要でない

一部なっていない

一部重複している

図られる

一部得られていない

・長崎県まちづくり景観資産としての価値の維持・継承のためには必要な事業であり、補助メニューとしては他
に重複するものは無い。
・景観資産の保存・維持という目的を達成するための事業内容であって、事業を継続することによってその成果
も向上するものと思われる。

実施されなかった

達成しなかった

一部未実施

一部未達成成果指標は達成したか

コストや業務量に見合った成果が得られたか

余地がある

実施された

反映している

適当である

重複していない

低下していない

必要である

なっている

重複はない

低下している

施策の中で類似・重複した事務事業がないか

事業継続により成果の向上が図られるか

事業は当初の計画どおり実施されたか

説
明

一部図られない

一部反映していない

一部適当でない

一部重複している

今後の
方針

方針

意見等

有
効
性

説
明

効
率
性

説
明

達
成
度

目的を達成するための事業内容となっているか

今後の
方針

個別評価
4

今後の
改革・
改善
目標

妥当性

・壱岐の景観を特徴付ける資産の維持・継承を行っていく為の助成を今後も継続する。

方針

4

総合評価

効率性

【　１　次　評　価　】

・本事業を実施することによって、長崎県まちづくり景観資産としての価値の維持・継承を一定期間延長するこ
とができた。

施策の実現のため必要な事業か

説
明

市民のニーズを反映しているか

行政が実施することが適当か

国や県、民間等のサービスと重複していないか

手段等の見直しによりコスト削減の余地はないか

得られた

余地はない

・事業は当初計画どおり実施され、成果指標も達成された。

妥
当
性

社会情勢の変化で実施意義が低下していないか

・個人所有建物であることから本来は所有者が維持・管理していく必要があるが、長崎県まちづくり景観資産と
して登録されており、建物外観の大幅な変更が制限されるなどの不便を課しているということもあることから、
維持・管理にたいして県・市が一定の補助を行うことは適当と考える。
・実施意義に関しては特に低下していないものと判断される。

達成度 ４＝適切・十分
３＝概ね適切
２＝やや不適切・やや不十分
１＝不適切・不十分

有効性

44

Ａ＝拡大・現状維持
Ｂ＝事業の進め方の改善検討
Ｃ＝事業規模や実施主体の見直し検討
Ｄ＝抜本的見直し、休廃止の検討

Ａ

得られていない

一部低下している

反映していない

適当でない

重複している



様式第２号（第３条関係） 事務事業評価シート

28 年 5 月 13 日

1 8

推進施策

重点事項

　平成 年度　  ～   平成 年度（ 年間）

26 年度（決算） 27 年度（決算） 28 年度（予算）

人 人 人

人 人 人

26 27 28 29

①

②

③

その他

公的関与

課名

社会教育費

（４）心豊かな人が育つまちづくり～教育・文
化・スポーツ～

予
算
費
目

教育費

文化財保護費

事業分類

蛍が乱舞！悠々快適いきいきアイランド構想

いきいきわくわく観光コンビニエンス構想

市民の参画・協働の手段 発掘調査資料整理作業従事

4,282 5,111

根拠法令・要綱等

直接事業費（千円） 2,892

項

　＜５＞歴史的文化遺産の保護と活用

　事業費　／　年度

事業期間

古代浪漫の宝庫！歴史と文化の島づくり構想

文化財保護法

平成 平成 平成

会計

総
合
計
画
上
の
位
置
付
け

実施方法

主要施策

牽引プロ
ジェクト

事
業
の
対
象
・
目
的
・
内
容

壱岐市内遺跡出土遺物および発掘調
査記録類

目的（どういう状態にしたいのか）

　過去の発掘調査によって得られた資料のうち、十分に整理が行き
届いていない資料について再整理を行い、活用できるようにする。
また、その間の資料再整理成果を基に企画展示会を開催する。

目

基本指針

施　　策
款

2,100 3,066 1,735

事業内容（どのような方法で、何を行うのか）

　過去の市内遺跡発掘調査記録や出土遺物の再整理を実施するために、一般市民から雇用希望者を募って
資料整理作業に従事させる。発掘調査結果や遺物の展示公開、出前講座の実施など、その成果を今後の調
査・研究や教育・普及活動に活かせるようにして島内外に周知させることによって、観光や研究交流にも
繋げていく。

対象（誰を、何を）

国・県支出金

地 方 債

その他特定財源

財
源
内
訳

一般財源

個別計画名

行財政改革大綱
上の位置づけ

1,162 1,162

2,0452,182

人件費（千円）

1,157

1,162

設
定
理
由

・企画展示会の開催は、本事業の目的である普及教育活動につながるものである。
・説明板・案内板設置数は成果目標の達成度を間接的に示す。

活
動
・
成
果
指
標

4

0

0.20 1,162 0.20

事 業 名

1,162

0

職員（人・千円）

嘱託（人・千円）

0.20内
訳 0

1,162

10

文化財課

7

期間設定なし

文化財班

2 1

めざせ日本一！いきいき食の原産国構想

95013整理番号

そ
の
他
の
該
当
す
る
位
置
付
け

作成日文化財調査事業

直営 補助 委託

班名

一般会計

目標 実績

1

遺跡説明板・案内板設置

回

基

1

(目標)

年度 年度

企画展示会開催

活動・成果指標名
(事業計画の進捗状況・達成度を示す。）

年度

(実績)

年度

(目標)
単位



様式第２号（第３条関係）

拡大 現状維持 縮小 統合

その他の見直し 休・廃止 Ｈ27年度で事業終了

【２次評価】 対象 対象外

拡大 現状維持 縮小 統合 見直し 休・廃止

一部余地がある

全ての指標達成

必要でない

なっていない

重複している

図られない

一部必要でない

一部なっていない

一部重複している

図られる

一部得られていない

・総合施策「歴史的文化遺産の保護と活用」を実現する上で、文化遺産を整理・公開していくことは、市民の文
化財保護に対する意識と郷土に対する愛着や関心を高めていくという点において、また、歴史的観点から壱岐市
の魅力を島外へアピールしていく点においても不可欠なものである。
・市内遺跡発掘調査事業と内容的に一部類似はするものの重複はしていない。
・市内には、まだ多くの未調査の遺跡等がある。計画的・継続的に事業を実施してその成果を公開することに
よって、壱岐市民が文化財に関心を持つようになるとともに、島外へのアピールにもつながるという点において
成果の向上が図られる。

実施されなかった

達成しなかった

一部未実施

一部未達成成果指標は達成したか

コストや業務量に見合った成果が得られたか

余地がある

実施された

反映している

適当である

重複していない

低下していない

必要である

なっている

重複はない

低下している

施策の中で類似・重複した事務事業がないか

事業継続により成果の向上が図られるか

事業は当初の計画どおり実施されたか

説
明

一部図られない

一部反映していない

一部適当でない

一部重複している

今後の
方針

方針

意見等

有
効
性

説
明

効
率
性

説
明

達
成
度

目的を達成するための事業内容となっているか

今後の
方針

個別評価
4

今後の
改革・
改善
目標

妥当性

・市内には未調査の遺跡等が多く、今後も計画的に発掘調査を実施していく。壱岐の歴史を
解明し、埋蔵文化財の保護を図る上で、発掘調査等により出土した遺物の再整理作業は今後
も実施し、その成果については適宜公開していく。

方針

4

総合評価

効率性

【　１　次　評　価　】

・資料再整理の方法や手順については、毎年度事業終了後に改善すべきところを検討しながら実施している。限
られた予算の範囲で実施しており、これ以上のコスト削減は困難である。

施策の実現のため必要な事業か

説
明

市民のニーズを反映しているか

行政が実施することが適当か

国や県、民間等のサービスと重複していないか

手段等の見直しによりコスト削減の余地はないか

得られた

余地はない

・年度途中に予定外の発掘調査を行うこととなったものの、業務調整により当初の計画どおり資料再整理を行う
ことができた。
・予定どり企画展示会を開催することができた。また、再整理事業成果の一部についてはデリバリーミュージア
ム事業での展示にも活用した。

妥
当
性

社会情勢の変化で実施意義が低下していないか

・市民の文化財にたいする知的欲求を充足する事業内容であり、市民のニーズを反映している。
・作業員雇用に際しては市民から広く公募し、市が直接雇用する点において民間が実施するよりも費用を低く抑
えることができる。
・壱岐市が保管する資料について行う事業であり、国・県、民間等のサービスと重複することは無い。
・年々、世界遺産や日本遺産への登録を目指す自治体等が増加しており、文化財に対する関心は高くなってい
る。雇用促進の面からも効果かあり実施意義が低下することは現時点では考えられない。

達成度 ４＝適切・十分
３＝概ね適切
２＝やや不適切・やや不十分
１＝不適切・不十分

有効性

44

Ａ＝拡大・現状維持
Ｂ＝事業の進め方の改善検討
Ｃ＝事業規模や実施主体の見直し検討
Ｄ＝抜本的見直し、休廃止の検討

Ａ

得られていない

一部低下している

反映していない

適当でない

重複している



様式第２号（第３条関係） 事務事業評価シート

28 年 5 月 13 日

1 8

推進施策

重点事項

　平成 年度　  ～   平成 年度（ 年間）

26 年度（決算） 27 年度（決算） 28 年度（予算）

人 人 人

人 人 人

26 27 28 29

①

②

③

その他

公的関与

課名

社会教育費

（４）心豊かな人が育つまちづくり～教育・文
化・スポーツ～

予
算
費
目

教育費

文化財保護費

事業分類

蛍が乱舞！悠々快適いきいきアイランド構想

いきいきわくわく観光コンビニエンス構想

市民の参画・協働の手段

715 670

根拠法令・要綱等

直接事業費（千円） 708

項

　＜５＞歴史的文化遺産の保護と活用

　事業費　／　年度

事業期間

古代浪漫の宝庫！歴史と文化の島づくり構想

平成 平成 平成

会計

総
合
計
画
上
の
位
置
付
け

実施方法

主要施策

牽引プロ
ジェクト

事
業
の
対
象
・
目
的
・
内
容

壱岐島内にある国指定文化財・県指
定文化財・市指定文化財の管理者に
対し

目的（どういう状態にしたいのか）

管理費の一部を補助することで、島内に残る貴重な指定文化財を適
切かつ安全に保護し活用する。

目

基本指針

施　　策
款

事業内容（どのような方法で、何を行うのか）

　壱岐島内にある国指定文化財・県指定文化財・市指定文化財の中で、個人もしくは管理団体等が管理し
ている物件〔壱岐市が管理している物件を除く〕に対して、１件につき４，６００円の補助金を交付する

対象（誰を、何を）

国・県支出金

地 方 債

その他特定財源

財
源
内
訳

一般財源

個別計画名

行財政改革大綱
上の位置づけ

（１）サービスの向上のための事務事業等の見直し

1,162 1,162

670715

人件費（千円）

708

0

100

設
定
理
由

１年間をかけて、個人及び管理団体等が管理している物件〔壱岐市が管理している物件を除く〕の確認及び現状
ヒアリングを実施している。
指定品の管理者に対して、補助金を交付する手続きを行っているが、平成２７年度は９８/１００件（９８％）
の実績となった　※２件は所有管理者自身による申請辞退

100

活
動
・
成
果
指
標

0

0.20 1,162

事 業 名

1,162

0

職員（人・千円）

嘱託（人・千円）

0.20内
訳 0

0

文化財課

期間設定なし

文化財班

めざせ日本一！いきいき食の原産国構想

95014整理番号

そ
の
他
の
該
当
す
る
位
置
付
け

作成日指定文化財保護管理費補助金

直営 補助 委託

班名

一般会計

目標 実績

98

152

Ｈ27管理費助成件数

Ｈ28管理費助成件数

件

件

件

100

(目標)

年度 年度

Ｈ26管理費助成件数

活動・成果指標名
(事業計画の進捗状況・達成度を示す。）

年度

(実績)

年度

(目標)
単位



様式第２号（第３条関係）

拡大 現状維持 縮小 統合

その他の見直し 休・廃止 Ｈ27年度で事業終了

【２次評価】 対象 対象外

拡大 現状維持 縮小 統合 見直し 休・廃止

一部余地がある

全ての指標達成

必要でない

なっていない

重複している

図られない

一部必要でない

一部なっていない

一部重複している

図られる

一部得られていない

【実現のために必要な事業か】
歴史的財産でもある指定文化財を保護するための経費負担を軽減することで、管理者の積極的な指定文化財の活
用を促すためにも必要不可欠である。
【事業継続により成果の向上が図れるか】
管理費の一部を補助することで、継続的にかつ安全に文化財を保護し管理することができる。

実施されなかった

達成しなかった

一部未実施

一部未達成成果指標は達成したか

コストや業務量に見合った成果が得られたか

余地がある

実施された

反映している

適当である

重複していない

低下していない

必要である

なっている

重複はない

低下している

施策の中で類似・重複した事務事業がないか

事業継続により成果の向上が図られるか

事業は当初の計画どおり実施されたか

説
明

一部図られない

一部反映していない

一部適当でない

一部重複している

今後の
方針

方針

意見等

有
効
性

説
明

効
率
性

説
明

達
成
度

目的を達成するための事業内容となっているか

今後の
方針

個別評価
4

今後の
改革・
改善
目標

妥当性

月日の経過による指定文化財の劣化や管理者の世代交代による引き継ぎ問題など時代の変化と共に課題
となる案件が増えてきている。また、管理者の高齢化による管理負担の増は文化財の状態を悪化をさ
せ、見学者へのサービス低下にもなってきているのが現状である。今後は管理者と連携し、文化財を保
護し活用していく手段を模索し、改善していく必要がある。

方針

4

総合評価

効率性

【　１　次　評　価　】

【コスト削減の余地について】
現段階の補助金額４，６００円は、指定文化財を保護し活用するために必要最低限の支援管理費であり、現時点
以上の補助金を削減することは島内全体の文化財保護活動の低下が免れない状態にある。

施策の実現のため必要な事業か

説
明

市民のニーズを反映しているか

行政が実施することが適当か

国や県、民間等のサービスと重複していないか

手段等の見直しによりコスト削減の余地はないか

得られた

余地はない

【計画通りに実施されたか】
個人及び管理団体等が管理している物件〔壱岐市が管理している物件を除く〕１００件の全員に意思確認を行っ
たが、所有管理者自身より２件の補助金交付辞退があったため、９８件の補助金交付実績となり一部未達成の結
果となったが、管理者全員と連絡をとることができる状態であることは本事業を計画的に実施し、その目的を達
成していると云える。

妥
当
性

社会情勢の変化で実施意義が低下していないか

【市民のニーズについて】
博物館の開館に伴い、市民の文化財に対する関心は高まりつつあり、壱岐市も「歴史と癒しの島・壱岐」を島内
外にアピールしていることから、来島者を含め、島内に残る文化財や史跡を見学する機会が年々増加傾向にあ
る。それにより、文化財や史跡を管理する上で今まで以上に管理者の負担が増えてきているのが現状である。
また、近年、全国各地で文化財の盗難被害が相次いでおり、指定文化財管理者と連携し、保護管理の在り方を見
直すことが必要不可欠な時代になってきている。壱岐市としては指定文化財物件に対して、管理費の一部補助を
行うことで、管理者の経費負担を軽減するとともに、文化財保護活動に多少なりとも活力を与え、協力を促す。

達成度 ４＝適切・十分
３＝概ね適切
２＝やや不適切・やや不十分
１＝不適切・不十分

有効性

34

Ａ＝拡大・現状維持
Ｂ＝事業の進め方の改善検討
Ｃ＝事業規模や実施主体の見直し検討
Ｄ＝抜本的見直し、休廃止の検討

Ａ

得られていない

一部低下している

反映していない

適当でない

重複している



様式第２号（第３条関係） 事務事業評価シート

28 年 5 月 13 日

1 8

推進施策

重点事項

　平成 年度　  ～   平成 年度（ 年間）

26 年度（決算） 27 年度（決算） 28 年度（予算）

人 人 人

人 人 人

26 27 28 29

①

②

③

(目標)

年度 年度

保存処理

活動・成果指標名
(事業計画の進捗状況・達成度を示す。）

年度

(実績)

年度

(目標)
単位

保管台製作

保管用桐箱製作

点

点

点

4

7

目標 実績

0

5

9

2

18

95016整理番号

そ
の
他
の
該
当
す
る
位
置
付
け

作成日重要文化財保存処理事業

直営 補助 委託

班名

一般会計

0

581

0

文化財課

0

期間設定なし

文化財班

43 43

めざせ日本一！いきいき食の原産国構想

事 業 名

581

0

職員（人・千円）

嘱託（人・千円）

0.10内
訳 0

0.10 581 0.10

活
動
・
成
果
指
標

9

0 0

設
定
理
由

・単年度毎に必要な保存修理委託を行い、年度内に保存修理及び保管台・保管用桐箱の製作を完了させる。そし
て、それを一支国博物館およびデリバリミュージアムでの展示等に活用して行く。

0

581 581

1,3131,683

人件費（千円）

1,180

581

国・県支出金

地 方 債

その他特定財源

財
源
内
訳

一般財源

個別計画名

行財政改革大綱
上の位置づけ

（１）サービスの向上のための事務事業等の見直し

  ④ 委託業務のあり方の検討

目

基本指針

施　　策
款

2,521 3,371 3,030

事業内容（どのような方法で、何を行うのか）

・国指定重要文化財の恒久的な保存のために専門業者への委託により保存修理を行い、保存修理後の資料
については公開活用する。
・平成27年度については原の辻遺跡出土品について保存修理を実施した。

対象（誰を、何を）

総
合
計
画
上
の
位
置
付
け

実施方法

主要施策

牽引プロ
ジェクト

事
業
の
対
象
・
目
的
・
内
容

国指定重要文化財「長崎県原の辻遺
跡出土品」

目的（どういう状態にしたいのか）

・保存修理と保管台・保管用桐箱の作製を行うことによって、恒久
的な保存・活用が行えるようにする。
・壱岐市の貴重な展示・学術資料として公開活用する。

項

　＜５＞歴史的文化遺産の保護と活用

　事業費　／　年度

事業期間

古代浪漫の宝庫！歴史と文化の島づくり構想

文化財保護法

平成 平成 平成

会計

蛍が乱舞！悠々快適いきいきアイランド構想

いきいきわくわく観光コンビニエンス構想

市民の参画・協働の手段

4,204 4,684

根拠法令・要綱等

直接事業費（千円） 4,210

その他

公的関与

課名

社会教育費

（４）心豊かな人が育つまちづくり～教育・文
化・スポーツ～

予
算
費
目

教育費

文化座保護費

事業分類



様式第２号（第３条関係）

拡大 現状維持 縮小 統合

その他の見直し 休・廃止 Ｈ27年度で事業終了

【２次評価】 対象 対象外

拡大 現状維持 縮小 統合 見直し 休・廃止

得られていない

一部低下している

反映していない

適当でない

重複している

達成度 ４＝適切・十分
３＝概ね適切
２＝やや不適切・やや不十分
１＝不適切・不十分

有効性

44

Ａ＝拡大・現状維持
Ｂ＝事業の進め方の改善検討
Ｃ＝事業規模や実施主体の見直し検討
Ｄ＝抜本的見直し、休廃止の検討

Ａ

手段等の見直しによりコスト削減の余地はないか

得られた

余地はない

・当初予定していたよりも多くの資料について保存修理を実施できた。

妥
当
性

社会情勢の変化で実施意義が低下していないか

・一支国博物館等において国指定重要文化財の展示公開を行うために不可欠な事業である。民間サービスとの重
複は無い。
・国指定重要文化財の展示公開は、博物館展示における目玉となるものであり、それらを展示することは市民の
ニーズにも応えることとなる。

・適切な保存修理を行うことによって、重要文化財を恒久的に保存し、展示・学術資料として活用できる。
・業務委託業者を入札によって決定することにより、コストの削減は行えている。

施策の実現のため必要な事業か

説
明

市民のニーズを反映しているか

行政が実施することが適当か

国や県、民間等のサービスと重複していないか

【　１　次　評　価　】

今後の
方針

個別評価
4

今後の
改革・
改善
目標

妥当性

・本事業は今後とも継続的に実施し、これまで通りに単年度毎に必要な保存修理業務委託を
行い、年度内に保存修理を完了させる。
・保存修理が完了した資料については一支国博物館における展示などで活用して行く。

方針

4

総合評価

効率性

今後の
方針

方針

意見等

有
効
性

説
明

効
率
性

説
明

達
成
度

目的を達成するための事業内容となっているか

施策の中で類似・重複した事務事業がないか

事業継続により成果の向上が図られるか

事業は当初の計画どおり実施されたか

説
明

一部図られない

一部反映していない

一部適当でない

一部重複している

余地がある

実施された

反映している

適当である

重複していない

低下していない

必要である

なっている

重複はない

低下している

一部得られていない

・一支国博物館等における公開を行う際に資料を安全かつ安定的に展示するとともに、資料を恒久的に保存する
ために必要である。
・目的を達成するための事業内容となっており、市内遺跡発掘調査事業においても出土遺物保存処理を行ってい
るが、そちらは国指定重要文化財以外の資料に限られており、重複するものではない。

実施されなかった

達成しなかった

一部未実施

一部未達成成果指標は達成したか

コストや業務量に見合った成果が得られたか

一部余地がある

全ての指標達成

必要でない

なっていない

重複している

図られない

一部必要でない

一部なっていない

一部重複している

図られる



様式第２号（第３条関係） 事務事業評価シート

28 年 5 月 13 日

1 2

推進施策

重点事項

　平成 年度　  ～   平成 年度（ 年間）

26 年度（決算） 27 年度（決算） 28 年度（予算）

人 人 人

人 人 人

26 27 28 29

①

②

③

その他

公的関与

課名

社会教育費

（４）心豊かな人が育つまちづくり～教育・文
化・スポーツ～

予
算
費
目

教育費

文化財保護費

事業分類

蛍が乱舞！悠々快適いきいきアイランド構想

いきいきわくわく観光コンビニエンス構想

市民の参画・協働の手段 発掘調査および出土遺物・図面等資料整理作業従事

9,978 29,721

根拠法令・要綱等

直接事業費（千円） 11,340

項

　＜５＞歴史的文化遺産の保護と活用

　事業費　／　年度

事業期間

古代浪漫の宝庫！歴史と文化の島づくり構想

文化財保護法

平成 平成 平成

会計

総
合
計
画
上
の
位
置
付
け

実施方法

主要施策

牽引プロ
ジェクト

事
業
の
対
象
・
目
的
・
内
容

壱岐市内に所在する遺跡および出土
遺物

目的（どういう状態にしたいのか）

発掘調査によって得られる新たな事実やそれによって明らかにされ
る壱岐の歴史を通じて、遺跡(文化財)についての関心と理解を深
め、文化財保護に努めていくよう導く。また、市民の雇用を図る一
方で、発掘成果を島内外に周知させることによって、観光や研究交
流にも繋げていく。

目

基本指針

施　　策
款

5,940 18,495 6,804

事業内容（どのような方法で、何を行うのか）

一般市民から雇用希望者を募り、市直営により発掘調査に従事させる。調査は主に屋外での発掘作業（外
業）と出土遺物や図面の整理作業（内業）に分かれる。調査成果は報告書として刊行する。出土した遺物
は当課にて保管し、展示・研究資料とする。
　発掘調査にともなう航空写真撮影や出土遺物の保存処理については委託により実施している。

対象（誰を、何を）

国・県支出金

地 方 債

その他特定財源

財
源
内
訳

一般財源

個別計画名

行財政改革大綱
上の位置づけ

7,394 7,394

11,2264,038

人件費（千円）

4,536

7,394

設
定
理
由

①発掘調査を実施した箇所数である。年度途中に公共事業（道路改良）の計画があり１箇所増加した。
②調査報告書の作成・刊行は事業成果を周知するためのものであり、達成度を示す。
③本来の直接的な目的ではないが、雇用人数は文化財に関わった人の多さを示している。
※平成29年度については調査箇所未定のため、目標設定をしていない。

1,046

活
動
・
成
果
指
標

1

532

2,748 1.00

0.80 4,646 0.80

事 業 名

1.00

4,646

2,748

職員（人・千円）

嘱託（人・千円）

0.80

1.00

内
訳 2,748

4,646

文化財課

1

期間設定なし

文化財班

3

めざせ日本一！いきいき食の原産国構想

95022整理番号

そ
の
他
の
該
当
す
る
位
置
付
け

作成日市内遺跡発掘調査事業

直営 補助 委託

班名

一般会計

目標 実績

962

4

1

825

3

発掘調査報告書作成・刊行

雇用の創出

箇所

冊

人

3

1

(目標)

年度 年度

発掘調査箇所

活動・成果指標名
(事業計画の進捗状況・達成度を示す。）

年度

(実績)

年度

(目標)
単位



様式第２号（第３条関係）

拡大 現状維持 縮小 統合

その他の見直し 休・廃止 Ｈ27年度で事業終了

【２次評価】 対象 対象外

拡大 現状維持 縮小 統合 見直し 休・廃止

一部余地がある

全ての指標達成

必要でない

なっていない

重複している

図られない

一部必要でない

一部なっていない

一部重複している

図られる

一部得られていない

・総合施策にある「歴史的文化遺産の保護と活用」を実現する上で、新たな文化遺産を発掘していくことは、壱
岐の魅力をアピールしていく点においても不可欠なものであると考える。
・市民に文化財について周知していくことによって、文化財保護に対する意識と郷土に対する愛着や関心をを高
めていくという点において有効な事業である。
・文化財調査事業と内容的に一部類似はしているものの重複はしていない。
・壱岐市民の文化財への関心が近年高まってきており、継続的に実施することによって成果の向上が図られる。

実施されなかった

達成しなかった

一部未実施

一部未達成成果指標は達成したか

コストや業務量に見合った成果が得られたか

余地がある

実施された

反映している

適当である

重複していない

低下していない

必要である

なっている

重複はない

低下している

施策の中で類似・重複した事務事業がないか

事業継続により成果の向上が図られるか

事業は当初の計画どおり実施されたか

説
明

一部図られない

一部反映していない

一部適当でない

一部重複している

今後の
方針

方針

意見等

有
効
性

説
明

効
率
性

説
明

達
成
度

目的を達成するための事業内容となっているか

今後の
方針

個別評価
4

今後の
改革・
改善
目標

妥当性

・市内には、未調査の遺跡が多く存在する。壱岐の歴史を解明し、埋蔵文化財の保護を図る
上で今後も計画的に発掘調査を実施し、その成果については適宜整理・公開していく。
・事業実施の中で市民の雇用促進にも努めていく。

方針

4

総合評価

効率性

【　１　次　評　価　】

・発掘調査は、非常に地道な作業であり、調査には精度を要求されるため、市の専門的知識を持つ学芸員の指
導、監督のうえ実施する必要がある。ただし、絶えず調査方法の見直しは行っている。
・また、国・県の庫補助金を活用し、限られた財源の中で実施しており、これ以上のコスト削減は困難である。

施策の実現のため必要な事業か

説
明

市民のニーズを反映しているか

行政が実施することが適当か

国や県、民間等のサービスと重複していないか

手段等の見直しによりコスト削減の余地はないか

得られた

余地はない

・報告書の作成・刊行については当初の計画・目標のとおり実施できた。また、雇用創出については目標以上に
行うことができた。

妥
当
性

社会情勢の変化で実施意義が低下していないか

・国特別史跡「原の辻遺跡」や国史跡「壱岐古墳群」をはじめとする壱岐島内遺跡に対して関心を持つ市民は多
い。
・作業員雇用に際しては市民から広く公募し、市が直接雇用する点において民間が実施するよりも費用を低く抑
えることができる。
・壱岐市内においては長崎県も例年発掘調査を行っているが、県は主に原の辻遺跡における発掘調査を行うこと
から本事業と重複しない。
・文化財に対する関心は非常に高く、雇用促進の面からも実施意義が低下することは現時点では考えられない。

達成度 ４＝適切・十分
３＝概ね適切
２＝やや不適切・やや不十分
１＝不適切・不十分

有効性

44

Ａ＝拡大・現状維持
Ｂ＝事業の進め方の改善検討
Ｃ＝事業規模や実施主体の見直し検討
Ｄ＝抜本的見直し、休廃止の検討

Ａ

得られていない

一部低下している

反映していない

適当でない

重複している



様式第２号（第３条関係） 事務事業評価シート

28 年 5 月 13 日

1 8

推進施策

重点事項

　平成 26 年度　  ～   平成 28 年度（ 3 年間）

26 年度（決算） 27 年度（決算） 28 年度（予算）

人 人 人

人 人 人

26 27 28 29

①

②

③

その他

公的関与

課名

社会教育費

（４）心豊かな人が育つまちづくり～教育・文
化・スポーツ～

予
算
費
目

教育費

文化財保護費

事業分類

蛍が乱舞！悠々快適いきいきアイランド構想

いきいきわくわく観光コンビニエンス構想

市民の参画・協働の手段

15,247 24,586

根拠法令・要綱等

直接事業費（千円） 25,000

項

　＜５＞歴史的文化遺産の保護と活用

　事業費　／　年度

事業期間

古代浪漫の宝庫！歴史と文化の島づくり構想

文化財保護法

平成 平成 平成

会計

総
合
計
画
上
の
位
置
付
け

実施方法

主要施策

牽引プロ
ジェクト

事
業
の
対
象
・
目
的
・
内
容

国指定文化財をはじめ県指定文化
財、市指定文化財及び島内の史跡や
文化財（壱岐市の歴史的遺産）

目的（どういう状態にしたいのか）

”壱岐の歴史”と”壱岐の魅力”を広く周知し、交流人口の拡大と
壱岐島への観光客の誘致拡大を目的とする

目

基本指針

施　　策
款

7,623 12,293 12,500

事業内容（どのような方法で、何を行うのか）

■壱岐市観光商工課及び壱岐市観光連盟と連携し、全国各地で行われる壱岐物産展に同行し、
　壱岐歴史紹介ＰＲブースを設置し、事業のＰＲを行う
■大阪府立弥生文化博物館と連携し、企画展「海の王都・原の辻と壱岐の至宝展」を開催し、
　広く壱岐の魅力を情報発信する
■出前イベントを通じて、他地域のボランティアや市民と交流することで、お互いのスキル
　アップを目指す
■出前講座を開催し、壱岐の歴史・壱岐の魅力について広く周知する

対象（誰を、何を）

国・県支出金

地 方 債

その他特定財源

財
源
内
訳

一般財源

個別計画名

行財政改革大綱
上の位置づけ

（１）サービスの向上のための事務事業等の見直し

  ③ 公共施設の適切な設置・運営

1,452 1,452

12,2937,624

人件費（千円）

12,500

0

設
定
理
由

平成２７年度は大阪府立弥生文化博物館〔大阪府〕で企画展を開催し、関西圏内を中心に壱岐の魅力を広く周知する。平成２
８年度は、福岡及び四国エリアに会場を移し、九州国立博物館及び松山市考古館にて壱岐の魅力の情報発信を行う。
３ヵ年かけて西日本エリアで壱岐のＰＲ活動を行い、「しまの宝」を活かした観光地づくり、壱岐島への観光客誘致に結び付
ける

100

活
動
・
成
果
指
標

0

0.25 1,452

事 業 名

1,452

0

職員（人・千円）

嘱託（人・千円）

0.25内
訳 0

0

文化財課

期間設定なし

文化財班

めざせ日本一！いきいき食の原産国構想

95026整理番号

そ
の
他
の
該
当
す
る
位
置
付
け

作成日デリバリーミュージアム（島内文化財活用展示公開）事業

直営 補助 委託

班名

一般会計

目標 実績

100

100

大阪府立弥生文化博物館での企画展・イベント

九州国立博物館での企画展・イベント

％

％

％

(目標)

年度 年度

福岡県立九州歴史資料館での企画展・イベント

活動・成果指標名
(事業計画の進捗状況・達成度を示す。）

年度

(実績)

年度

(目標)
単位



様式第２号（第３条関係）

拡大 現状維持 縮小 統合

その他の見直し 休・廃止 Ｈ27年度で事業終了

【２次評価】 対象 対象外

拡大 現状維持 縮小 統合 見直し 休・廃止

一部余地がある

全ての指標達成

必要でない

なっていない

重複している

図られない

一部必要でない

一部なっていない

一部重複している

図られる

一部得られていない

【施策の実現のための必要性について】
歴史的文化遺産の活用を図る上で必要不可欠な事業である
【目的達成の事業内容について】
離島活性化交付金を活用し、施策実現のための事業内容となっている
【成果の向上について】
平成２７年度の大阪府立弥生文化博物館での実績を活かし、平成２８年度は福岡・四国エリアに場所を移し、さ
らなる成果の向上を目標とする

実施されなかった

達成しなかった

一部未実施

一部未達成成果指標は達成したか

コストや業務量に見合った成果が得られたか

余地がある

実施された

反映している

適当である

重複していない

低下していない

必要である

なっている

重複はない

低下している

施策の中で類似・重複した事務事業がないか

事業継続により成果の向上が図られるか

事業は当初の計画どおり実施されたか

説
明

一部図られない

一部反映していない

一部適当でない

一部重複している

今後の
方針

方針

意見等

有
効
性

説
明

効
率
性

説
明

達
成
度

目的を達成するための事業内容となっているか

今後の
方針

個別評価
4

今後の
改革・
改善
目標

妥当性

平成２６年度及び平成２７年度の成果を基に、平成２８年度は福岡・四国エリアでさらなる飛躍を目指
し、３ヵ年の成果を壱岐島へのインバウンドに結び付ける
また、ＮＰＯ法人や民間企業を積極的に活用し、交流人口の拡大や観光客の誘致拡大を目指す

方針

4

総合評価

効率性

【　１　次　評　価　】

【コストに見合った成果について】
事業の一部を専門機関に業務委託することで効率よくかつ効果的に事業目的を実施したため、コストに見合った
成果が得られている
【コスト削減について】
補助金メニューを活用しながら、最大限のコスト削減の意識をもって事業を実施している

施策の実現のため必要な事業か

説
明

市民のニーズを反映しているか

行政が実施することが適当か

国や県、民間等のサービスと重複していないか

手段等の見直しによりコスト削減の余地はないか

得られた

余地はない

【計画的な事業の実施について】
ＮＰＯ団体や民間企業とも連携し、官民協働で事業を計画的に実施することができた
【成果指数の達成】
企画展の目標入館者数：６０００人〔目標月/２０００人×３ヶ月〕を超える実績７９８０人の入館者数、イベ
ントや出前講座の参加（受講）者数：のべ６００人以上の数値実績、実施アンケートの結果等から、一定の成果
が得られたと判断できる

妥
当
性

社会情勢の変化で実施意義が低下していないか

【市民のニーズについて】
市民ＮＰＯ団体や民間企業と連携を図り、他地域で活動するボランティアとの交流を行うきっかけとなっている
【行政の実施について】
事業実施にあたり、国重要文化財の移動展示など、指定品を所蔵管理する行政しか行うことができない内容が含
まれる
【実施意義の低下について】
壱岐島への来島者増・博物館の来館者増につなげるため、島外でのアウトリーチは必要不可欠である

達成度 ４＝適切・十分
３＝概ね適切
２＝やや不適切・やや不十分
１＝不適切・不十分

有効性

44

Ａ＝拡大・現状維持
Ｂ＝事業の進め方の改善検討
Ｃ＝事業規模や実施主体の見直し検討
Ｄ＝抜本的見直し、休廃止の検討

Ａ

得られていない

一部低下している

反映していない

適当でない

重複している


	【022文化財課】事後評価【95002壱岐市景観資産助成事業】
	評価シート

	【022文化財課】事後評価【95013文化財調査事業】
	評価シート

	【022文化財課】事後評価【95014指定文化財保護管理費補助金】
	評価シート

	【022文化財課】事後評価【95016重要文化財保存処理事業】
	評価シート

	【022文化財課】事後評価【95022市内遺跡発掘調査】
	評価シート

	【022文化財課】事後評価【95026デリバリーミュージアム事業】
	評価シート


